




江戸川大学 (以下,本学)は, 平成 19年 (2007)
3月 16日に文部科学省から中学校教諭, 高等学
校教諭の免許取得のための教職課程設置の認定を























江戸川大学における教職課程の科目である ｢教育実習 (事前・事後指導)｣ のあり方について, 江戸川大学に
おける教育実習の実際と, 教育実習の事前指導や事後指導を通して得られた実習学生の自己評価などを確認する｡
｢教育実習 (事前・事後指導)｣ の課題として, 実習生が教師として授業力を持って実習に向かうためには, 3年
後期に模擬授業を多く取り入れた授業力育成講座的なものが必要である｡ また, 従来おこなわれている実習が終
わった後の事後指導の総括に加え, これから開講される ｢教職実践演習｣ との関連を視野に入れた教職合宿との
連携の可能性に期待したい｡ 教科としての ｢教育実習 (事前・事後指導)｣ は, 教育職員免許法施行規則では単
位配当 1単位であるが, その含む内容は幅広く, より良い教育実習生を送り出すための重要な科目である｡ よっ
て, これからも検証と改革されていかなければならない｡
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江戸川大学で取得できる教員免許状の種類


































わが国の教員養成は, 明治 5年 (1872) 8月の
学制頒布によるわが国の近代教育制度の開始に先
だって, 文部省が明治 5年 4月 22日 ｢小学教師
教導場を設立するの伺｣ を正院に提出し, 同 5月
13日正院から小学師範学校設立の許しがあって,
東京にわが国最初の師範学校を設置することを決






















































































































































































































































科目としての ｢教育実習 (事前・事後指導)｣ は,
教育実習の前後の指導という実習に直結した科目
として重要な位置を占める｡ ここでは, 平成 20
年度教育実習の本学の教育実習の事前・事後指導
の実際を紹介する｡
第 1項 科目としての ｢教育実習 (事前・事後
指導)｣ の実際
本学は, 教職科目としての ｢教育実習 (事前・



















































































a . 教育実習生の勤務は, 実習校の指導
教員に準ずるのを原則とする｡
b . 出勤は, 特別の指示ある場合は別と
して, 必ず始業 10分前までに出勤
すること｡
c . 出勤後は, ただちに出勤簿に捺印す
ること｡
d . 病気その他, 一身上の止むを得ない






e . 実習中, 実習校の校外に出る時は,
必ず指導教員の許可を得る｡
f . 退勤時刻は, 実習校の指示を厳守す
る｡
g . 校舎内では, 実習校所定の規則に従
い, 校舎の美化に率先して取り組む｡
2. 管理・事務
a . 与えられた場合には, 指導教員の指
導を受けて, 校務・学校事務・学級
経営等を分担執務する｡ たとえば,
出席簿, 累加記録, 学級日誌, 身体
検査簿等の整理記入等｡




















b . 大学生としての校外活動を, 実習校
に持ちこんではならない｡







a . ｢学習指導案｣ を作成し, 必ず該当
授業前日までに指導教員に提出, そ
の指導を受ける｡




c . 本学指導教員の指導, 参観があった
場合も前項に準ずる｡







b . 生徒の指導に当たっては, 公正明朗
であることを期する｡
c . 特に, 教育実習生は, 校外指導, 家
庭訪問等はおこなわないのを原則と
















a . 授業参観は, 校内, 校外を問わず,
参観の礼儀を守る｡ とくに, 時間途
中の入退室は避けるように心掛ける｡













a . 教育実習日誌の各項目は, それぞれ
の注意事項にしたがって記入するこ
と｡














明確化の必要性を説いた｡ 結果, 実習予定者は 2
月からの成長は実習生本人でもわかるほどに著し
いものがあるという実感から, 教壇に立つ自信を
























































































































































































































者 2, 3年生) に, 教育実習を経験した学生に補
助指導員的な立場で参加してもらった｡ 平成 20


















































第 5章 ｢教育実習 (事前・事後指導)｣
の課題
｢教育実習 (事前・事後指導)｣ は, 教育実習を
挟んで実施される科目としての位置づけであるに
もかかわらず, 教育職員免許法施行規則では 1単
位である｡ 当然, 本学でも 1単位をあてているも























































｢教育実習 (事前・事後指導)｣ である｡ それだけ
にその内容は常に検証され, 改革されていかなけ
ればならない｡




































文部省編集・監修 1981 『学制百年史 史料編』 株式
会社帝国地方行政学会
文部科学省 『学制百年史 史料編 5 年表』
http://www.mext.go.jp/b＿menu/hakusho/ht
ml/hpbz198102/hpbz198102＿2＿194.html
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｢教育実習 (事前・事後指導)｣ の深化をめざして292
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